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将
棋
場
と
文
学
場
の
交
差　

　

―
木
村
義
雄
の
人
生
観
を
契
機
と
し
て近

藤
周
吾

　

木
村
義
雄
の
人
生
観
を
紹
介
し
た
い
。

　

一
九
五
〇
年
前
後
の
日
本
で
は
、
あ
る
種
の
人
生
観
ブ
ー
ム
と
で
も
呼

ぶ
べ
き
事
態
が
起
き
て
い
た
。
こ
の
流
行
に
つ
い
て
は
以
前
に
少
し
書
い

た
こ
と
が
あ
る
。（
拙
稿
「
坂
口
安
吾
『
わ
が
人
生
観
』
を
読
む
た
め
に
」『
富

山
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
第
４
号
、
二
〇
一
七
・
二
）

　

そ
こ
で
、
今
回
は
こ
の
流
れ
の
中
に
木
村
義
雄
の
人
生
観
を
位
置
づ
け

る
と
ど
う
な
る
か
と
い
う
の
が
、
さ
し
あ
た
り
関
心
の
的
と
な
る
。

　

ひ
い
て
は
そ
れ
が
文
学
社
会
学
、
具
体
的
に
い
え
ば
文
学
場
と
将
棋
場

の
交
差
と
い
う
、
よ
り
大
き
な
文
脈
に
接
続
で
き
な
い
か
と
構
想
し
て
み

た
い
わ
け
な
の
だ
が
、
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
現
段
階
に
お
い
て
は

か
な
り
難
し
く
、
少
な
く
と
も
私
一
人
の
手
に
は
余
る
の
で
、
こ
こ
で
は

ご
く
乱
暴
な
ラ
フ
・
ス
ケ
ッ
チ
に
止
め
ざ
る
を
得
な
い
。

　

以
下
、
内
容
の
一
部
に
お
い
て
は
以
前
に
述
べ
た
こ
と
と
重
複
す
る
と

こ
ろ
も
あ
る
が
、
次
第
に
的
を
絞
っ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

一　

私
の
人
生
観
を
語
る
こ
と
の
流
行

　

一
九
二
九
年
、
ロ
ン
ド
ン
放
送
局
は
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
、
バ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
ウ
ェ
ル

ズ
ら
、
錚
々
た
る
学
者
や
文
化
人
か
ら
人
生
観
を
聞
き
出
す
と
い
う
ラ
ジ

オ
番
組
を
企
画
し
た
。
後
に『Living	Philosophies

』（
一
九
三
一
、ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
、続
編
も
『I	believe

』（
一
九
四
七
、ロ
ン
ド
ン
）

と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
モ
デ
ル
に
し
た
日
本
版
が
、
一
九
五
〇
年
九
月
か
ら
五
一
年
九

月
に
か
け
て
雑
誌『
世
界
』に
連
載
さ
れ
、『
私
の
信
條
』（
一
九
五
一
・
一
〇
）

『
續
私
の
信
條
』（
一
九
五
一
・
一
二
）
と
し
て
岩
波
新
書
か
ら
刊
行
さ
れ
て

い
る
。
前
者
は
安
倍
能
成
、
志
賀
直
哉
、
津
田
左
右
吉
、
和
辻
哲
郎
、
荒

畑
寒
村
、
正
宗
白
鳥
、
中
野
重
治
、
柳
田
國
男
、
木
村
義
雄
ら
二
〇
名
の
、

後
者
は
恒
藤
恭
、
秋
田
雨
雀
、
三
好
達
治
、
中
野
好
夫
、
山
川
菊
栄
、
川

端
康
成
、
鈴
木
大
拙
、
呉
清
源
ら
二
〇
名
の
信
条
が
語
ら
れ
て
い
る
。
本

場
ロ
ン
ド
ン
の
続
編
で
は
「
神
と
宇
宙
と
社
会
に
つ
い
て
の
信
条
」
を
問

う
た
の
に
対
し
、
日
本
の
も
の
は
「
仕
事
と
世
の
中
の
つ
な
が
り
」
を
問

う
て
い
て
、
ス
ケ
ー
ル
に
お
い
て
は
や
や
小
ぶ
り
の
印
象
も
否
め
な
い
の

だ
が
、
敗
戦
か
ら
約
五
年
と
い
う
時
期
に
、
い
わ
ば
大
物
の
文
化
人
た
ち
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を
集
め
、
正
続
二
冊
を
刊
行
し
た
企
画
は
、
日
本
の
新
書
史
上
に
残
る
も

の
と
評
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
〈
私
の
信
条
〉
あ
る
い
は
〈
私
の
人
生
観
〉
を

語
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
自
体
は
、
岩
波
書
店
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
い
う
こ

と
に
は
な
ら
な
い
。
一
九
五
〇
年
前
後
の
日
本
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
見

ら
れ
た
型
で
あ
る
か
ら
だ
。も
っ
と
も
、武
者
小
路
実
篤「
自
分
の
人
生
観
」

（『
愛
と
人
生
』一
九
五
四
・
六
、池
田
書
店
）は
大
正
期
か
ら
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー

な
の
で
、例
外
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

刊
行
は
戦
前
で
も
戦
後
に
爆
発
的
に
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
版
を
重
ね

た
三
木
清
『
人
生
論
ノ
ー
ト
』（
創
元
社
）
と
、書
評
な
ど
で
も
話
題
に
な
っ

た
小
林
秀
雄
『
私
の
人
生
観
』（
一
九
四
九
・
一
〇
、
創
元
社
）
の
二
冊
を
、

当
時
影
響
力
の
大
き
か
っ
た
代
表
作
と
し
て
挙
げ
る
の
が
順
当
だ
ろ
う
。

　

そ
の
他
に
も
、
正
宗
白
鳥
「
我
が
人
生
観
」（『
人
間
』
一
九
五
〇
・
六
）、

坂
口
安
吾
「
わ
が
人
生
観
」（『
新
潮
』
一
九
五
〇
・
五
、七
～
五
一
・
一
）、
河

上
徹
太
郎
「
私
の
人
生
観
」（『
新
潮
』
一
九
五
五
・
四
）
と
い
っ
た
エ
ッ
セ

イ
が
著
さ
れ
て
い
る
。
財
界
に
目
を
向
け
て
み
て
も
、
た
と
え
ば
池
田
成

彬
『
私
の
人
生
観
』（
文
藝
春
秋
新
社
）
が
一
九
五
一
年
三
月
に
刊
行
さ

れ
て
い
る
。

　

小
林
秀
雄
の
『
私
の
人
生
観
』
は
、
そ
も
そ
も
は
講
演
で
あ
っ
た
。
冒

頭
に
「
こ
の
前
こ
こ
で
お
話
し
を
依
頼
さ
れ
た
時
、「
私
の
人
生
観
」
と

い
う
課
題
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。」
と
あ
る
か
ら
、「
私
の
人
生
観
」
を
語

る
こ
と
が
小
林
自
身
の
発
案
で
な
い
こ
と
は
明
白
だ
が
、
坂
口
安
吾
や
河

上
徹
太
郎
が
似
た
題
名
で
執
筆
す
る
と
き
に
は
、
小
林
秀
雄
と
い
う
先
蹤

を
意
識
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

人
生
観
人
生
観
と
解
り
切
っ
た
様
に
言
っ
て
い
る
が
、
本
当
は
ど
う
い
う

意
味
合
い
の
言
葉
な
の
だ
ろ
う
か
。
人
生
と
い
う
言
葉
も
観
と
い
う
言

葉
も
、
非
常
に
古
い
言
葉
で
あ
る
が
、
両
方
く
っ
つ
い
て
人
生
観
と
い

う
の
は
、
古
い
事
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
。
少
く
と
も
、
こ
の
言
葉
が
普
通

に
使
わ
れ
出
し
た
の
は
、
ご
く
近
頃
の
事
で
、
や
は
り
西
洋
の
近
代
思

想
が
這
入
っ
て
来
て
、
人
生
に
対
す
る
新
し
い
見
方
と
か
、
考
え
方
と

か
が
起
っ
た
時
か
ら
、
人
生
観
と
い
う
言
葉
も
盛
ん
に
使
わ
れ
る
様
に

な
っ
た
の
だ
と
思
う
。
併
し
そ
れ
か
と
言
っ
て
、
人
生
観
に
相
当
す
る

言
葉
は
外
国
に
は
な
い
様
で
す
。
或
る
人
の
説
に
よ
る
と
、
オ
イ
ケ
ン

のLebensanschauungen

が
人
生
観
と
訳
さ
れ
て
以
来
、
人
生
観
と
い

う
言
葉
が
広
く
使
わ
れ
る
様
に
な
っ
た
と
言
う
が
、Leben

は
人
生
だ
が

Anschauung

と
い
う
言
葉
は
観
と
は
余
程
違
う
様
だ
。
観
と
い
う
言
葉

に
は
日
本
人
独
特
の
語
感
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

小
林
秀
雄
「
私
の
人
生
観
」

　
『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
⑦
』（
二
〇
〇
一・
七
、小
学
館
）
に
よ
れ
ば
、「
人

生
観
」の
用
例
と
し
て
内
村
鑑
三「
月
曜
講
演
」（
一
八
九
八
）、田
山
花
袋「
野
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の
花
」（
一
九
〇
一
）、
国
木
田
独
歩
「
牛
肉
と
馬
鈴
薯
」（
一
九
〇
一
）、
長

与
善
郎
「
青
銅
の
基
督
」（
一
九
二
三
）
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
補
注
と
し

て「
ド
イ
ツ
語
のA

nsc

マ

マ

haung

の
訳
と
し
て
明
治
二
〇
年
代
か
ら「
―
観
」

が
接
尾
語
と
し
て
成
立
す
る
に
と
も
な
っ
て
生
じ
た
語
。」
と
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
引
用
の
前
半
の
「
古
い
事
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
」「
近
頃
の
事
」

と
い
う
小
林
の
推
測
は
正
し
い
と
言
え
る
。
だ
が
、『
大
思
想
家
の
人
生
観
』

で
知
ら
れ
る
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
ル
ド
ル
フ
・
オ
イ
ケ
ン
の
「A

nschauung

」

と
日
本
語
の
「
人
生
観
」
に
語
感
の
違
い
が
あ
る
と
す
る
の
は
、「
単
純
に

両
者
の
語
義
の
違
い
に
関
し
て
だ
け
言
え
ば
、
大
き
な
違
い
は
全
く
な
い

と
言
っ
て
よ
い
」
と
す
る
袴
谷
憲
昭
の
「
小
林
秀
雄
『
私
の
人
生
観
』
批
判
」

（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
一
九
八
八
・
一
〇
）
が
的
を
射
て
お
り
、
に
わ

か
に
肯
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
小
林
秀
雄
は
こ
の
よ
う
な
差
異
を
偽
装
し
た
の
か
。

そ
れ
は
「
見
」
と
「
観
」
の
間
に
重
大
な
差
異
を
見
出
し
た
い
が
ゆ
え
で

あ
ろ
う
。

　

観
と
い
う
の
は
見
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
そ
こ
い
ら
の
も
の
が
、

電
車
だ
と
か
、
犬
こ
ろ
だ
と
か
、
そ
ん
な
も
の
が
や
た
ら
と
見
え
た
と
こ

ろ
で
仕
方
が
な
い
、
極
楽
浄
土
が
見
え
て
来
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。「
観

無
量
寿
経
」
と
い
う
御
経
に
、
十
六
観
と
い
う
も
の
が
説
か
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
極
楽
浄
土
と
い
う
も
の
は
、
空
想
す
る
も
の
で

は
な
い
。
ま
ざ
ま
ざ
と
観
え
て
来
る
も
の
だ
と
い
う
。
観
る
と
い
う
事
に

は
順
序
が
あ
り
、
順
序
を
踏
ん
で
観
る
修
練
を
積
め
ば
当
然
観
え
て
来
る

も
の
だ
と
説
く
の
で
あ
り
ま
す
。
先
ず
日
想
観
と
か
水
想
観
と
か
い
う
も

の
か
ら
始
め
る
。
日
輪
に
想
い
を
凝
ら
せ
ば
、
太
陽
が
没
し
て
も
心
に
は

太
陽
の
姿
が
残
る
で
あ
ろ
う
。
清
冽
玉
の
如
き
水
を
想
え
ば
、
や
が
て
極

楽
の
宝
の
池
に
清
澄
な
水
が
心
に
映
じ
て
来
る
で
あ
ろ
う
。（
下
略
）

小
林
秀
雄
「
私
の
人
生
観
」

　

武
蔵
は
、
見
る
と
い
う
事
に
つ
い
て
、
観
見
二
つ
の
見
様
が
あ
る
と
い
う

事
を
言
っ
て
い
る
。
細
川
忠
利
の
為
に
書
い
た
覚
書
の
な
か
に
、
目
付
之
事

と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
立
会
い
の
際
、
相
手
方
に
目
を
付
け
る
場
合
、
観
の

目
強
く
、
見
の
目
弱
く
見
る
べ
し
、
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。
見
の
目
と
は
、

彼
に
言
わ
せ
れ
ば
常
の
目
、
普
通
の
目
の
働
き
方
で
あ
る
。
敵
の
動
き
が
あ

あ
だ
と
か
こ
う
だ
と
か
分
析
的
に
知
的
に
合
点
す
る
目
で
あ
る
が
、
も
う
一

つ
相
手
の
存
在
を
全
体
的
に
直
覚
す
る
目
が
あ
る
。「
目
の
玉
を
動
か
さ
ず
、

う
ら
や
か
に
見
る
」
目
が
あ
る
、
そ
う
い
う
目
は
、「
敵
合
近
づ
く
と
も
、

い
か
程
も
遠
く
見
る
目
」
だ
と
言
う
の
で
す
。「
意
は
目
に
付
き
、
心
は
付

か
ざ
る
も
の
也
」、
常
の
目
は
見
よ
う
と
す
る
が
、
見
よ
う
と
し
な
い
心
に

も
目
は
あ
る
の
で
あ
る
。
言
わ
ば
心
眼
で
す
。
見
よ
う
と
す
る
意
が
目
を
曇

ら
せ
る
。
だ
か
ら
見
る
目
を
弱
く
観
の
目
を
強
く
せ
よ
と
言
う
。

同
右
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旧
制
高
校
時
代
に
実
際
に
講
演
を
聴
い
た
後
の
評
論
家
・
磯
田
光
一

は
、「
小
林
秀
雄
か
ら
一
度
、
幻
滅
を
味
わ
わ
さ
れ
た
経
験
を
私
は
持
っ

て
い
る
」
と
し
て
、「
講
演
中
に
出
て
く
る
「
観
」
と
か
「
見
」
と
い

う
語
に
私
は
辟
易
し
」、「「
小
林
秀
雄
は
ダ
メ
に
な
っ
た
…
…
」
と
感
じ

た
」
と
当
時
を
回
想
し
て
い
る
。（「
小
林
秀
雄
と
い
う
現
象

―
世
代
的
な

回
想
」『
群
像
』
一
九
八
三
・
五
。
引
用
は
『
近
代
の
感
情
革
命

―
作
家
論
集
』

一
九
八
七
・
六
、
新
潮
社
）

　

ま
た
、
前
記
の
袴
谷
憲
昭
は
、「
菩
提
樹
下
に
お
け
る
釈
尊
の
正
し
い

認
識
と
は
、
知
性
に
よ
っ
て
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
的
基

体
説
で
あ
る
「
我
」
を
剔
抉
し
否
定
す
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ

は
「
止
」
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
、「
知
性
」
と
し
て
の
「
観
」
に
よ
っ
て

の
み
果
さ
れ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
補
足
・
訂
正
し
た
。
つ
ま

り
、「
観
」
に
対
置
す
べ
き
は
「
止
」
で
あ
り
、そ
の
「
止
」
に
対
す
る
「
観
」

と
は
要
す
る
に
「
知
性
（
知
慧
）」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、

小
林
秀
雄
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
現
代
人
は
「
仏
教
は
悟
り
の
宗
教
で

あ
る
」
と
考
え
る
の
に
対
し
、
袴
谷
憲
昭
は
「
仏
教
は
知
慧	prajñā
の

宗
教
で
あ
る
」
と
捉
え
、
批
判
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
小
林
秀
雄
を
最
初
に
批
判
し
た
の
が
坂
口
安
吾
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
以
前
に
述
べ
た
の
で
繰
り
返
さ
な
い
が
、
要
す
る
に
安

吾
は「
青
春
論
」「
教
祖
の
文
学
」「
伝
統
と
反
逆
」『
わ
が
人
生
観
』と
い
っ

た
一
連
の
テ
ク
ス
ト
を
通
じ
て
、
小
林
秀
雄
を
、
よ
り
具
体
的
に
い
え
ば

小
林
秀
雄
の
「
見
」
と
「
観
」
の
差
異
化
を
完
膚
な
き
ま
で
に
叩
こ
う
と

し
た
と
い
う
ふ
う
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

た
だ
し
、
安
吾
の
批
判
は
主
流
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
小

林
秀
雄
の
「
見
」
と
「
観
」
を
受
け
継
ぐ
人
物
が
現
れ
た
か
ら
だ
。
そ
れ

が
木
村
義
雄
で
あ
る
。

二　

木
村
義
雄
の
人
生
観

　

将
棋
の
十
四
世
名
人
・
木
村
義
雄
の
名
を
、
将
棋
界
で
知
ら
ぬ
者
は
い

な
い
。
か
つ
て
は
世
襲
制
だ
っ
た
名
人
が
実
力
制
に
変
わ
っ
て
最
初
の
名

人
に
な
っ
た
の
が
木
村
だ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
の
木
村
義
雄
は
、
棋
士
で
あ

る
一
方
で
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
顔
を
持
つ
。
今
回
は
そ
こ
に
注
目
し
て
み

よ
う
。

　

た
と
え
ば
、「
実
力
と
い
ふ
も
の
」（『
将
棋
世
界
』
一
九
五
〇
・
一
）
と
い

う
エ
ッ
セ
イ
が
あ
る
。
そ
こ
で
木
村
は
「
読
者
が
実
力
を
養
ひ
、
自
ら
充

実
味
を
感
ず
る
ま
で
」
の
「
五
つ
の
段
階
」
は
「
見
・
観
・
察
・
修
・
反

な
の
で
あ
る
。」
と
し
て
、「
実
力
と
い
ふ
も
の
は
も
つ
と
尊
敬
を
払
ふ
べ

き
で
は
な
い
か
と
考
へ
る
。」
と
結
論
し
た
。
木
村
義
雄
が
小
林
秀
雄
を

読
ん
で
い
た
か
ど
う
か
、
現
段
階
で
は
確
証
が
な
い
も
の
の
、
こ
こ
で
い

う
「
見
」
と
「
観
」
は
、小
林
秀
雄
の
人
生
観
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
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木
村
義
雄
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
私
の
信
條
』
に
も
エ
ッ
セ

イ
を
寄
せ
て
い
た
。
初
出
は『
世
界
』（
一
九
五
一
・
一
）所
収
の「
私
の
信
條
」

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
高
木
貞
治
・
里
見
弴
・
木
村
義
雄
・
中
野
重
治
の
連

名
と
な
っ
て
い
る
。
高
木
貞
治
は
一
九
四
〇
年
に
文
化
勲
章
を
受
け
た
理

学
博
士
で
あ
り
、
里
見
弴
と
中
野
重
治
は
作
家
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
文

化
人
と
肩
を
並
べ
て
い
る
こ
と
自
体
に
、
木
村
義
雄
の
果
た
し
た
も
う
一

つ
の
功
績
が
窺
い
知
れ
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
将
棋
の
実
力
に
お
い
て
第

一
人
者
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
将
棋
場
、
す
な
わ
ち
各
界
に
お
け
る
将

棋
界
の
地
位
を
押
し
上
げ
、
い
わ
ゆ
る
有
名
性
を
獲
得
し
た
と
い
う
意
味

に
お
い
て
も
、
木
村
義
雄
の
功
績
は
大
き
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な

ら
な
い
。

　

さ
て
、
木
村
義
雄
の
「
私
の
信
條
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
長
い
文
章

で
は
な
い
し
、
今
と
な
っ
て
は
将
棋
界
に
お
い
て
も
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て

い
な
い
文
章
で
あ
ろ
う
か
ら
、
資
料
と
し
て
こ
こ
に
再
掲
し
て
お
く
こ
と

に
し
た
い
。

　

ま
ず
、「
略
歴
」
を
す
べ
て
引
用
し
よ
う
。「
東
京
出
身
、
明
治
三
十
八

年
二
月
生
、
幼
少
よ
り
將
棋
に
興
味
を
抱
き
、
大
正
七
年
慶
應
普
通
部
中

退
後
外
務
省
に
給
仕
と
し
て
勤
務
の
傍
棋
道
に
志
す
。
同
十
五
年
八
段
と

な
り
昭
和
十
三
年
よ
り
十
年
間
名
人
、
同
二
十
四
年
再
び
名
人
位
に
卽
き

今
日
に
到
る
。
著
書
「
將
棋
大
観
」「
私
の
三
十
五
年
」「
木
村
將
棋
」
等
。」

　

続
い
て
、
本
文
を
す
べ
て
引
く
。

　

信
條
な
ど
と
い
う
も
の
は
、
誰
だ
つ
て
、
そ
う
簡
単
に
得
ら
れ
る
も
の

で
は
な
い
と
思
う
。
文
字
の
上
に
お
い
て
、
一
應
道
徳
的
な
も
の
は
首
肯

さ
れ
て
も
、
そ
こ
に
體
驗
の
裏
付
が
な
け
れ
ば
、
ほ
ん
と
う
の
信
條
、
不

動
の
信
條
に
は
な
ら
な
い
。
藝
道
修
行
の
面
に
お
い
て
も
、
色
色
な
場
合

に
遭
遇
し
て
、
種
種
の
體
驗
を
經
な
け
れ
ば
、
身
に
つ
く
や
う
な
信
條
は

得
ら
れ
な
い
。

　

私
の
場
合
で
い
う
な
ら
、
三
四
段
時
分
、
棋
道
に
對
す
る
こ
う
と
思
つ
た

信
條
も
、
さ
ら
に
修
行
の
年
數
を
經
て
、
五
段
、
六
段
と
昇
る
頃
に
は
、
い

つ
か
そ
の
信
條
が
動
搖
し
、
懐
疑
的
に
な
つ
て
、
考
へ
方
も
違
つ
て
く
る
。

殊
に
生
活
的
に
大
き
な
變
化
に
直
面
す
る
と
、
例
え
ば
過
去
十
年
間
の
よ

う
な
日
本
人
の
誰
も
が
體
驗
し
た
激
動
期
に
揉
ま
れ
る
と
、
き
び
し
い
生

活
面
か
ら
の
影
響
で
、
藝
道
修
行
に
對
す
る
考
え
方
も
變
つ
て
く
る
こ
と
が

少
な
く
な
い
。
思
え
ば
な
さ
け
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
社
會
的
な
變
化

か
ら
、
現
實
的
な
日
常
生
活
に
影
響
を
蒙
る
こ
と
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。

　

將
棋
の
戰
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
う
し
た
局
面
の
變
化
に
次
か
ら
次
と
遭

遇
し
、
經
驗
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
綜
合
的
な
判
斷
か
ら
、
各
人
各

樣
の
信
條
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。將
棋
の
戰
に
お
い
て
も
、

實
戰
と
い
う
も
の
に
な
れ
ば
、
神
の
み
が
知
る
と
思
わ
れ
る
種
々
な
場
合

が
生
じ
て
、
決
し
て
定
跡
通
り
に
は
な
ら
な
い
。
時
に
は
定
跡
に
す
ら
懐

疑
的
に
な
る
こ
と
が
稀
れ
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
こ
に
進
歩
も
あ
れ
ば
飛

躍
も
培
わ
れ
る
よ
う
な
氣
が
す
る
。
結
局
は
、
視
野
が
廣
く
な
ら
な
け
れ
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ば
、
批
判
眼
も
判
斷
力
も
つ
か
な
い
。
從
つ
て
身
に
な
る
信
條
は
得
ら
れ

な
い
よ
う
に
思
う
。

　

棋
道
に
お
け
る
現
在
の
私
の
信
條
と
い
え
ば
、
修
行
道
を
凝
視
し
て
、

ひ
た
す
ら
な
精
進
あ
る
の
み
で
あ
る
。
名
人
戰
と
か
、
名
人
位
と
か
は
、

人
間
の
必
要
に
應
じ
て
作
つ
た
制
度
で
あ
り
、
名
稱
で
あ
る
、
と
い
う
考

え
方
も
成
立
は
す
る
が
、
名
人
戰
と
か
名
人
位
な
ど
と
い
う
大
寫
し
に
出

會
う
と
、
忽
ち
人
間
的
な
弱
點
が
露
呈
し
て
、
こ
れ
に
眩
惑
さ
れ
易
い
。

　

私
は
若
い
人
は
こ
の
大
寫
し
に
眩
惑
さ
れ
て
も
い
い
と
思
う
。
私
の
過

去
に
も
そ
う
い
う
時
代
が
あ
つ
た
。
眩
惑
さ
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
ひ
た

む
き
な
精
進
と
な
り
、
自
己
の
内
容
を
充
實
出
來
る
な
ら
結
構
で
あ
る
。

が
、
將
棋
の
如
く
、
藝
道
修
行
の
面
と
、
技
倆
を
戰
わ
す
勝
負
道
と
の
二

つ
の
面
を
思
う
時
、
兎
角
勝
利
の
大
寫
し
に
眩
惑
さ
れ
て
、
ほ
ん
と
う
の

修
行
道
を
見
忘
れ
る
惧
れ
が
あ
る
。

　

勝
た
ん
が
た
め
の
研
究
で
あ
り
、
勝
た
ん
が
た
め
の
修
行
で
あ
る
。
と

い
え
ば
、
こ
れ
は
人
生
に
お
い
て
も
適
用
さ
れ
る
と
思
う
が
、
こ
れ
の
み

に
熱
中
す
る
と
、
修
行
道
と
い
う
道
を
見
失
つ
て
、
勝
負
道
の
邪
道
に
陥

り
易
い
。
こ
う
な
つ
て
は
、
常
時
思
想
が
動
搖
し
て
、
到
底
信
條
な
ど
と

い
う
も
の
は
得
ら
れ
な
い
。

　

こ
れ
は
私
の
獨
斷
で
あ
る
。
或
は
獨
善
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
が
、

私
は
人
間
に
生
を
享
け
た
か
ら
に
は
、
人
間
的
な
在
り
方
に
徹
し
た
い
と

思
つ
て
い
る
。思
つ
て
い
て
も
到
底
徹
し
切
れ
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
が
、

す
く
な
く
と
も
人
生
修
行
に
い
そ
し
み
た
い
と
思
つ
て
い
る
。

　
「
人
生
」
な
ど
と
い
え
ば
、
廣
大
無
邊
な
も
の
で
、
誰
だ
つ
て
容
易
に

達
し
得
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
と
思
う
。
し
か
し
私
に
は
人
生
修
行

の
線
と
、藝
道
修
行
の
線
と
は
並
行
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

廣
大
無
邊
な
人
生
も
、
藝
道
の
線
に
よ
つ
て
、
或
る
高
度
に
す
す
む
こ
と

が
出
來
れ
ば
、
或
は
人
生
の
線
も
高
度
に
達
し
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。
か
り
に
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
藝
道
修
行
は
修
正
の
も
の

で
あ
る
以
上
、
人
生
修
行
に
も
お
そ
ら
く
極
點
は
あ
る
ま
い
。
私
の
過

去
に
戰
わ
さ
れ
た
千
數
百
局
の
公
開
對
局
を
通
覧
し
て
も
、
な
さ
け
な
い

こ
と
に
滿
足
な
將
棋
が
一
局
も
な
い
。
甘
え
れ
ば
三
、四
局
は
あ
ろ
う
が
、

そ
れ
等
は
總
て
負
け
た
將
棋
で
あ
る
。

　

勝
負
に
勝
つ
た
が
故
に
制
度
上
名
人
位
に
就
い
て
は
い
る
が
、
私
は
人

樣
か
ら
名
人
な
ど
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
恥
し
い
。
將
棋
道
を
學
ぶ
も
の
と

し
て
、
修
行
道
か
ら
い
え
ば
、
現
在
や
つ
と
山
麓
に
達
し
た
富
士
登
山
者

に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
か
ら
が
一
合
目
、
二
合
目
と
嶮
岨
な
道
を
切
り
拓
い

て
行
く
先
達
の
程
度
と
思
つ
て
い
る
。
思
え
ば
前
途
瞭
遠
で
あ
る
。
し
か

し
精
進
の
一
歩
一
歩
を
ふ
み
し
め
て
行
け
ば
、
心
力
の
つ
づ
く
限
り
は
前

進
す
る
こ
と
が
出
來
る
と
考
え
る
。
盤
上
に
お
け
る
勝
敗
の
、
棋
士
と
し

て
は
重
大
で
あ
る
が
、
將
棋
道
の
有
難
さ
に
、
修
行
道
を
凝
視
し
て
行
く

こ
と
が
よ
り
大
切
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
。

木
村
義
雄
「
私
の
信
條
」
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将
棋
界
で
は
「
た
ど
り
来
て
、
未
だ
山
麓
」
は
升
田
幸
三
の
名
言
と
し

て
語
り
継
が
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
升
田
の
好
敵
手
で
あ
っ
た
木
村
義

雄
が
す
で
に
「
現
在
や
つ
と
山
麓
に
達
し
た
富
士
登
山
者
」
の
比
喩
を
用

い
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
将
棋
フ
ァ
ン
と
し
て
は
興
味
深
い
。
も
ち
ろ
ん
、

将
棋
を
上
達
す
る
上
で
の
教
訓
と
し
て
読
ん
で
も
、非
常
に
た
め
に
な
る
。

　

た
だ
し
、
先
に
見
て
お
い
た
小
林
秀
雄
と
坂
口
安
吾
の
対
立
を
思
う
と

き
、
や
は
り
小
林
秀
雄
的
な
「
見
」
と
「
観
」
が
読
み
取
れ
て
し
ま
う
。

そ
れ
は
つ
ま
り
、
人
生
観
を
語
る
木
村
義
雄
は
、
か
つ
て
は
実
力
主
義
者

で
あ
っ
た
の
だ
と
し
て
も
、こ
の
時
点
で
は
す
っ
か
り
芸
道
修
行
の
面（
修

行
道
）
と
、
技
倆
を
戦
わ
す
勝
負
道
（
将
棋
道
）
の
二
つ
の
面
を
器
用
巧

み
に
使
い
分
け
る
「
教
祖
」
と
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
。
要
す
る
に
、
坂
口
安
吾
的
な
視
点
か
ら
見
る
と
、
木
村
義
雄
は
ほ
と

ん
ど
小
林
秀
雄
な
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
常
識
的
に
は
、
木
村
義
雄
は
何
ら
間
違
っ
た
こ
と
を
言
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
将
棋
の
実
力
と
人
格
を
兼
ね
備
え
て
い

る
優
れ
た
人
物
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、文
字
ど
お
り
の
意
味
で
始
祖
と
な
り
、

爾
後
の
棋
界
の
礎
を
築
い
た
と
も
言
え
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う

な
意
味
で
は
全
く
も
っ
て
批
判
さ
れ
る
謂
わ
れ
は
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
問
題
に
こ
だ
わ
る
所
以
は
、
坂
口
安
吾
の

文
学
や
観
戦
記
を
理
解
す
る
上
で
は
、
こ
の
一
点
が
極
め
て
重
要
に
な
る

か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
坂
口
安
吾
の
慧
眼
は
、
す
で
に
大
成
し
た
木
村

義
雄
と
い
う
よ
り
は
、
塚
田
正
夫
や
升
田
幸
三
、
大
山
康
晴
と
い
っ
た
次

世
代
の
棋
士
た
ち
の
活
躍
を
見
越
し
て
い
た
。
要
す
る
に
、
そ
の
世
代
交

替
に
目
を
凝
ら
し
て
い
た
と
言
っ
て
も
い
い
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
将
棋

の
歴
史
を
知
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の
慧
眼
に
は
本
当
に
驚
嘆
さ
せ
ら

れ
る
。

　

そ
れ
は
言
い
換
え
る
と
、
文
学
的
に
見
る
だ
け
で
は
了
解
で
き
な
い
坂

口
安
吾
が
、
将
棋
を
媒
介
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
手
に
取
る
よ
う
に
理
解

で
き
る
と
い
う
驚
き
で
も
あ
る
。
将
棋
の
技
術
的
な
面
か
ら
だ
け
捉
え
る

の
で
は
な
く
、
残
さ
れ
た
棋
士
の
文
章
を
作
家
の
文
章
と
交
差
さ
せ
対
話

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
相
貌
が
浮
か
び
上
が
る
こ
と
も
あ
る
と

い
う
例
を
見
る
思
い
が
す
る
。
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
の

か
。
坂
口
安
吾
が
囲
碁
好
き
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
き
な

要
因
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
説
明
が
つ
か
な
い
こ
と
の
よ
う
に
私
に

は
思
わ
れ
る
の
だ
。

三　

将
棋
場
と
文
学
場
の
交
差

　

将
棋
の
人
気
は
い
う
ま
で
も
な
く
実
力
第
一
人
者
を
争
う
名
人
戦
の
人

気
で
あ
る
。
昨
日
の
名
人
も
ひ
と
た
び
棋
力
衰
え
る
や
平
八
段
と
な
り
時

に
Ｂ
Ｃ
級
へ
落
ち
る
こ
と
も
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
あ
る
。
実
力
だ
け
で

争
う
勝
負
と
い
う
も
の
は
残
酷
き
わ
ま
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
激
し
さ
、
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必
死
の
力
闘
が
人
気
を
生
む
の
で
あ
る
。坂

口
安
吾
「
碁
に
も
名
人
戦
つ
く
れ
」

　

坂
口
安
吾
は
、
将
棋
の
実
力
制
に
な
っ
た
名
人
戦
を
こ
の
よ
う
に
高
く

評
価
し
て
い
た
。
明
ら
か
に
実
力
主
義
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
文
章
が
掲
載
さ
れ
た
大
阪
版
『
毎
日
新
聞
』

（
一
九
四
九
・
五
・
二
九
）
に
は
、「
名
人
位
か
く
て
木
村
氏
へ

―
第
八
期

将
棋
名
人
戦
最
終
局
」
と
、
木
村
義
雄
・
塚
田
正
夫
・
大
山
康
晴
「
熱
戦

を
顧
み
て

―
木
村
・
塚
田
・
大
山
会
談
」
と
い
う
記
事
も
載
っ
て
い
た
。

　

坂
口
安
吾
が
個
人
的
に
囲
碁
将
棋
に
入
れ
あ
げ
て
い
る
と
い
う
見
方
も

成
立
す
る
だ
ろ
う
が
、
私
は
少
し
違
う
見
方
を
し
て
み
た
い
。
そ
こ
で
論

点
を
文
学
社
会
学
の
方
面
へ
と
ス
ラ
イ
ド
し
て
み
よ
う
。

　

ジ
ゼ
ル
・
サ
ピ
ロ
『
文
学
社
会
学
と
は
な
に
か
』（
二
〇
一
七
・
七
、
鈴

木
智
之
・
松
下
優
一
訳
、
世
界
思
想
社
）
の
紹
介
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
デ
ュ
ボ
ア
の
一
連
の
研
究
で
は
、
同
業
者
の
承
認
と
、

有
名
性
の
獲
得
に
は
区
別
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
有

名
性
の
獲
得
は
、
限
定
的
な
サ
ー
ク
ル
内
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
は
異
な

り
、
そ
こ
か
ら
脱
し
一
般
的
に
認
め
ら
れ
る
に
は
、
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク

な
も
の
と
し
て
で
な
く
、
有
名
性
を
測
る
諸
指
標
の
蓄
積
過
程
に
注
目
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
見
方
だ
。

　

も
し
戦
後
に
お
い
て
将
棋
場
と
い
う
も
の
が
ま
さ
に
生
成
し
つ
つ
あ
っ

た
の
だ
と
す
れ
ば
、
将
棋
が
木
村
義
雄
と
と
も
に
有
名
性
を
獲
得
す
る
そ

の
過
程
に
目
を
凝
ら
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
将
棋
界
と
い
う
限
定
的
な

サ
ー
ク
ル
内
で
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
単
に
将
棋
が
強
け
れ
ば
そ
れ
で

よ
い
。
と
こ
ろ
が
、
将
棋
界
を
離
れ
て
、
将
棋
場
自
体
の
地
位
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
は
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
木
村
義
雄
の
エ
ッ
セ
イ
群
を
捉
え
て
み
る

必
要
が
あ
る
。

　

木
村
義
雄
・
辰
野
隆
・
藤
澤
庫
之
助
「
座
談
会　

勝
負
と
人
生
」（『
文

芸
公
論
』
一
九
四
九
・
一
二
）、
木
村
義
雄
「
実
力
と
い
ふ
も
の
」（『
将
棋
世

界
』
一
九
五
〇
・
一
）、
木
村
義
雄
「
私
の
信
條
」（『
世
界
』
一
九
五
一
・
一
）、

木
村
義
雄
・
藤
澤
庫
之
助
・
天
野
大
三
「
将
棋
と
人
生
―
わ
が
修
行
は
芸

道
の
中
に
あ
り
」（『
財
政
』
一
九
五
一
・
一
）、
加
藤
信
・
坂
口
安
吾
・
木

村
義
雄
「
呉
・
藤
澤
十
番
碁
を
語
る
」（『
読
売
新
聞
』
一
九
五
一
・
七
・
四
）、

木
村
義
雄
「
恩
師
」（
誠
文
堂
新
光
社
編
『
私
の
人
生
訓
』
一
九
五
二
・
六
、

誠
文
堂
新
光
社
）
等
々
。

　

こ
れ
ら
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
見
れ
ば
、
木
村
義
雄
が
名
人
に
復
位
し
た

と
き
、
棋
士
が
人
生
を
語
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
後
輩
棋
士
に
残
し
、
将

棋
場
の
地
位
向
上
を
図
っ
た
状
況
が
具
体
的
に
了
解
で
き
る
。
そ
の
後
、

升
田
幸
三
、
大
山
康
晴
、
米
長
邦
雄
と
い
っ
た
人
気
棋
士
た
ち
が
、
文
筆

の
み
な
ら
ず
、
講
演
な
ど
で
、
こ
の
木
村
の
遺
産
を
継
承
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
の
は
周
知
の
と
お
り
だ
が
、
そ
れ
が
今
日
に
お
い
て
当
た
り
前
だ
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か
ら
と
い
っ
て
当
時
か
ら
当
た
り
前
の
こ
と
だ
っ
た
と
結
論
す
る
の
は
拙

速
に
過
ぎ
よ
う
。

　

そ
の
意
味
で
は
、
将
棋
の
名
人
で
あ
る
木
村
義
雄
が
岩
波
新
書
『
私
の

信
條
』
に
多
く
の
作
家
や
研
究
者
と
と
も
に
エ
ッ
セ
イ
を
寄
せ
た
こ
と
は

画
期
的
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
当
時
の
文
壇
や
財
界
に
自
ら
を
組
み
込
み
、

将
棋
場
の
地
位
向
上
を
図
る
諸
指
標
の
蓄
積
過
程
の
一
階
梯
で
あ
っ
た
と

捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。

　

ち
な
み
に
、
囲
碁
で
は
呉
清
源
が
「
私
の
信
條
」（『
世
界
』

一
九
五
一
・
七
）
を
残
し
て
い
る
こ
と
も
、
最
後
に
一
言
付
け
加
え
て
お
こ

う
。
初
出
で
は
、
青
野
季
吉
・
清
水
幾
太
郎
・
千
田
是
也
・
呉
清
源
の
四

名
の
連
名
で
あ
っ
た
。

　

坂
口
安
吾
が
碁
に
も
名
人
戦
つ
く
れ
と
い
っ
た
の
は
、「
目
下
の
棋
士
の

力
で
は
名
人
戦
を
争
う
と
結
局
名
人
位
が
呉
八
段
に
行
く
、
つ
ま
り
中
国

へ
持
っ
て
行
か
れ
て
し
ま
う
、
そ
れ
を
怖
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
巷
説
で

あ
る
が
、
こ
ん
な
バ
カ
な
話
は
な
い
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
呉
清
源
を
実
力

主
義
に
よ
り
押
し
上
げ
た
か
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
図
ら
ず
も

文
筆
の
世
界
で
は
呉
清
源
は
木
村
義
雄
と
肩
を
並
べ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

坂
口
安
吾
に
限
ら
ず
、
多
く
の
作
家
た
ち
が
当
時
、
囲
碁
や
将
棋
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
の
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
お

け
る
あ
る
種
の
格
付
け
が
進
行
し
て
い
た
と
い
う
文
脈
を
押
さ
え
な
け
れ

ば
正
し
く
理
解
で
き
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
木
村
義
雄
が
将

棋
道
だ
け
で
な
く
、
修
行
道
を
持
ち
出
し
た
こ
と
の
意
味
も
、
こ
の
コ
ン

テ
ク
ス
ト
を
押
さ
え
な
け
れ
ば
理
解
で
き
な
い
。
言
い
換
え
る
と
、
坂
口

安
吾
の
見
方
だ
け
で
も
、
木
村
義
雄
の
視
点
だ
け
で
も
、
当
時
の
将
棋
と

文
学
の
状
況
を
十
全
に
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
に
な
ぞ
ら
え
て
言
う
な
ら
、
一
九
五
〇
年
前

後
と
い
う
時
代
は
、
文
学
場
と
将
棋
場
が
漸
近
し
て
い
た
時
代
だ
っ
た
と

総
括
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
広
義
の
文
学
者
た
ち
と
肩
を
並
べ

る
こ
と
に
よ
り
、
棋
界
は
そ
の
社
会
的
な
礎
を
築
き
上
げ
て
き
た
と
、
ひ

と
ま
ず
は
言
え
そ
う
で
あ
る
。
文
壇
の
側
も
ま
た
、
棋
界
を
巻
き
込
む
こ

と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
文
壇
の
在
り
方
を
変
え
て
い
こ
う
と
し
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
、
と
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
日
の
状
況
と
は
異
な
る
文
脈
や
差
異
を
多
分
に
含

ん
だ
一
九
五
〇
年
前
後
の
将
棋
場
と
文
学
場
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
い
ま

だ
研
究
の
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
エ
リ
ア
ス
と
と
も
に
、
科
学
的
諸
学
問
が
「
あ
ま
り
に

狭
隘
な
事
実
的
基
礎
に
立
脚
す
る
単
一
的
人
間
モ
デ
ル
を
、
検
討
に
付
さ

れ
る
人
間
存
在
の
限
ら
れ
た
断
片
を
も
と
に
し
て
構
築
す
る
」
の
を
や
め

る
よ
う
に
願
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
学
問
の
そ
れ
ぞ
れ
が

「
そ
れ
固
有
の
説
明
類
型
を
、
網
羅
的
か
つ
排
他
的
な
も
の
と
し
て
」
提

示
す
る
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
学
問
が
そ
の
「
人
間
モ
デ
ル
」
―
―
経
済
的
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人
間
、
精
神
医
学
的
人
間
、
精
神
分
析
学
的
人
間
、
言
語
的
人
間
、
法
律

的
人
間
、
宗
教
的
人
間
、
美
学
的
人
間
、
性
愛
的
人
間
、
社
会
学
的
人
間

な
ど

―
を
唯
一
可
能
な
も
の
と
し
て
擁
護
す
る
よ
う
に
仕
向
け
る
学
問

的
エ
ス
ノ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
（ethnocentrism

e

）
は
、
一
部
門
の
実
践
の

な
か
で
、も
し
く
は
一
分
野
の
非
常
に
特
殊
な
経
験
を
も
と
に
観
察
さ
れ
、

分
析
さ
れ
た
も
の
を
人
間
行
動
全
般
へ
と
一
般
化
す
る
よ
う
に
導
く
の
で

あ
る
。

ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ラ
イ
ー
ル
『
複
数
的
世
界
　
社
会
諸
科
学
の
統
一
性
に
関

す
る
考
察
』
二
〇
一
六・五
、
村
井
重
樹
訳
、
青
弓
社

　

わ
れ
わ
れ
は
今
後
、
将
棋
と
文
学
と
い
う
新
し
い
研
究
の
場
を
構
築
し

て
い
く
途
上
で
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
で
も
あ
る
名
人
や
観
戦
記
者
で
も
あ
る
作

家
と
向
き
合
っ
て
い
く
必
要
に
迫
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
と
き
に
は
や
は

り
、
ラ
イ
ー
ル
の
、
ノ
ル
ベ
ル
ト
・
エ
リ
ア
ス
や
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
ブ
ロ
ー
デ

ル
を
踏
ま
え
た
右
の
よ
う
な
言
葉
に
も
耳
を
傾
け
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

付
記

引
用
に
は
『
坂
口
安
吾
全
集
』（
一
九
九
八
―
二
〇
一
二
、
筑
摩
書
房
）、『
小

林
秀
雄
全
作
品
』
17
、
18
（
二
〇
〇
四
、
新
潮
社
）
を
用
い
た
。

［
富
山
高
等
専
門
学
校
］


